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当第１四半期におけるわが国経済は、自民党政権復権以降に政府が実施した大胆な金融緩和策、いわ

ゆる『アベノミクス』により、デフレ不況や円高不況の脱却から企業収益や消費動向にも改善の動きが

見受けられ、外国為替市場は大きく円安に、株式市場も一時16,000円台目前まで上昇するなど、景気回

復への期待感は大いに高まっていますが、中国経済の停滞や海外景気に対する不安感、さらには外国為

替市場・株式市場とも乱高下を繰り返す相場展開を目の当たりにすると、依然として不透明な状況を払

拭しきれない要因も蔓延しています。 

その中にあって外国為替市場は、まず４月の米ドル/円相場は、94円台前半からスタートし黒田日銀

総裁就任後の初会合を控えてすぐに93円台前半まで円高米ドル安に推移するも、日銀が予想を上回る量

的緩和政策を打ち出したことから円売りが加速、米ドル/円は一気に100円目前まで上昇いたしました

が、その後は100円の上値が重く、欧州の景気下振れ懸念の強まりから主要通貨の中でユーロの弱含み

等がありましたが、日銀の緩和政策と先進国の株高が円売りを下支えする格好となり、97円台半ばの水

準での越月となりました。５月に入ると、ＥＣＢの利下げや米雇用統計といった材料を手掛かりに米ド

ルが大きく買い進まれ、９日のＮＹ市場で100円の大台をつけると上げ幅を拡大し103円台後半まで上値

を切り上げましたが、日銀の金融政策に不透明感が増したことや外国人投資家による利益確定の売りな

どで、日本の金融市場は総じて値動きの荒い展開となり、また、ＦＲＢが現行のＱＥ３（量的緩和第三

弾）を早期に縮小するのではないかとの思惑から、資源国・新興国通貨の下落基調が強まり、円売り米

ドル買い基調に変化したものの、米ドル/円相場は底堅く推移し100円台前半の水準で越月となりまし

た。６月に入ると、米ドル/円の方向感のない値動きから米雇用統計の発表で失業率悪化が確認される

と、ＦＲＢの量的緩和策の早期縮小後退懸念を背景として投資家のリスク回避の動きから米ドルが主要

通貨に対して独歩安の展開となり、一時、４月の日銀金融政策決定会合時の水準である93円台まで一気

に下落したものの、ＦＲＢがＦＯＭＣで量的緩和縮小のスケジュールを示唆したこと等から先行き不透

明感が和らぐと、一転して米ドル買いの流れに巻き戻り、99円台前半の水準で第１四半期末を迎えまし

た。 

米ドル/円以外に目を向けると、120円台後半からスタートしたユーロ/円は、キプロス情勢への懸念

等から119円台までユーロ安に振れたのち、日銀の金融緩和を受けて一気に131円台まで円安が進行した

ものの、ユーロ圏景気指標の下振れやＥＣＢの利下げ観測の高まり等からユーロの上値は重くなり、実

際にＥＣＢの利下げを受けて５月には127円台まで円高ユーロ安が進みました。そして、世界的な株高

とリスク資産への投資活発化でユーロも一時133円台まで上昇したものの日本株が急落し、その後も不

安定な株価の推移と世界的な株安を受けてリスク回避の動きが強まるなか、６月には125円割れまで円

高ユーロ安が進行いたしました。その後、米ＦＯＭＣ後は先行き不透明感が和らぎ、ユーロの反発局面

もありましたが、ＥＣＢ総裁が金融緩和継続を強調したこと等もあり第１四半期末に向けて129円台の

上値が重い展開で推移いたしました。 

 このような状況下において当社は、本年３月に東京証券取引所市場第二部に上場を果たしたことや、

約５年前から継続的にブランディングの強化や認知率向上のために複合的なプロモーションやＰＲ活動

を行ってきたことで、外国為替市場のボラティリティの高まりを為替による資産運用のチャンスと捉え

た潜在的な顧客層を中心に効果的に獲得することができた結果、顧客口座数は前年同期末の44,746口座

から14,075口座増加し、58,821口座（前年同期比31.5％増）へと拡大いたしました。預り資産残高につ

いては、順調な顧客獲得ペースに比例した新規顧客による預託金の入金、当社のサービスを享受した既
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存顧客からの順調な追加入金と運用益の積み上げ等の要因もあり、当第１四半期末日で42ヶ月連続して

預り資産残高が増加するとともに、創業来最高の残高を更新し続けています。 

業績面に関しては、前事業年度の後半から続く、いわゆるアベノミクス相場により、外国為替市場に

おけるボラティリティの高騰が多くの顧客に多大な売買機会を与え、当社が提供している「せま割20」

「せま割５」「らくトラ」などがマーケット環境によっては顧客に収益の最適化をもたらし、また、外

国為替市場のボラティリティが高まっている環境下で、全般的に相場情報や戦略・戦術の情報を充実さ

せて顧客への取引機会の一助に注力したことなどが奏功し、営業収益は1,930,267千円（前年同期比

158.6％増）と２四半期連続して大幅な増収となると同時に、四半期ベースでは３四半期連続して過去

最高の営業収益となりました。営業費用に関しては、前年同期に比べて人員数の増加、顧客取引高の増

加に伴うポイントプログラム等のコストが増加したこと、また、前事業年度に引き続きプロ野球「東京

ヤクルトスワローズ」とのオフィシャル・スポンサー契約などのプロモーション活動を通じてブランデ

ィングの強化なども継続して行って参りましたが、営業収益の増加率に対しては大きく抑制することが

できた結果、599,772千円（前年同期比5.3％増）となり、営業利益は1,330,494千円（前年同期比

653.6％増）と大幅な増益となりました。営業外収益は受取利息等の計上により98千円、営業外費用は

支払利息等の計上により1,857千円となった結果、経常利益は1,328,735千円（前年同期比663.3％増）

と、営業利益と同じく大幅な増益となりました。特別損益科目は計上がないため、税引前四半期純利益

は1,328,735千円（前年同期比663.3％増）、法人税等合計額として483,633千円計上した結果、四半期

純利益は845,102千円（前年同期比713.1％増）と、大幅な最終増益となり、営業利益、経常利益、四半

期純利益の全てにおいて四半期ベースでの過去最高益となり、第１四半期終了時点で会計年度での過去

最高益を計上した前事業年度の営業利益、経常利益、当期純利益の全ての数値を上回る結果となりまし

た。 

  

①資産、負債及び純資産の状況  

前事業年度末から当第１四半期会計期間末までの財政状態の主な変動としましては、総資産について

は、前事業年度末と比べ1,324,092千円増加し、43,715,287千円となりました。これは主に、流動資産

のうち現金及び預金が21,390千円、分別管理信託が263,626千円、繰延税金資産が33,085千円増加し、

外国為替取引評価勘定(流動資産)を805,360千円計上したこと、さらに、固定資産のうち、本社及びＭ

２Ｊベイスクエアの移転に伴い利用不能となる固定資産の耐用年数の見直しを行ったことや、新本社移

転先への保証金の差入れで差入保証金が大幅に増加していること等もあり、有形固定資産が41,412千円

減少し、投資その他資産が237,313千円増加したためであります。 

負債総額は前事業年度末と比べて510,360千円増加し、38,895,098千円となりました。これは主 

に、流動負債のうち顧客預り勘定が347,561千円、短期借入金が280,000千円、未払法人税等が85,016千

円増加し、未払金が85,059千円減少したこと、さらには、固定負債のうち長期借入金が10,000千円減少

したためであります。 

純資産額は前事業年度末と比べて813,731千円増加し、4,820,189千円となりました。これは主に、剰

余金の配当が219,361千円ありましたが四半期純利益を845,102千円計上したことにより、利益剰余金が

625,741千円増加したこと、また、新株予約権の行使に伴う自己株式の処分により、その他資本剰余金

が47,083千円増加し、自己株式が147,024千円減少したことによるものであります。 

（２）財政状態に関する説明
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②キャッシュ・フローの状況  

 当第１四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の期末残高は、前事

業年度末と比較して、883,474千円の増加となり、残高は2,921,092千円となりました。各キャッシュ・

フローの状況とその要因は以下のとおりであります。 

［営業活動によるキャッシュ・フロー］ 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前四半期純利益を1,328,735千円、減価償却費を77,954

千円計上したこと、外国為替取引評価勘定（流動負債）が140,074千円減少し、一方で外国為替取引評

価勘定（流動資産）が805,360千円増加したこと、さらには、前払費用が11,132千円、顧客預り勘定が

347,561千円増加し、分別管理信託が598,456千円、未払金が81,389千円減少し、法人税等の支払いとし

て440,105千円支出したこと等により、914,477千円の増加（前年同期は158,422千円の減少）となりま

した。 

［投資活動によるキャッシュ・フロー］ 

投資活動によるキャッシュ・フローは、無形固定資産の取得による34,761千円の支出と現本社及びＭ

２Ｊベイスクエアの移転に伴う230,438千円の保証金の差入等により、269,648千円の減少（前年同期は

160,379千円の減少）となりました。 

［財務活動によるキャッシュ・フロー］  

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入れの実施による300,000千円の収入と返済による

20,000千円の支出、長期借入金の返済による10,000千円の支出、さらには、配当金の支払いによる

219,361千円の支出や役職員のストック・オプションの行使による188,012千円の収入等により、

238,650千円の増加（前年同期は303,898千円の増加）となりました。 

  

 当社の業績は、外国為替市場や株式市場等の相場動向や市場流動性等のマーケット環境、ならびに、

国内外の経済環境等に大きく左右され、これらの複合的な影響等について正確な予測を行うことは困難

であるため、業績予想を開示しておりません。一例として、当第１四半期累計期間は、外国為替市場に

おけるのボラティリティが高騰し、前四半期以上に極めて不確実性が高くなり、現在においてもその余

波が続いております。そのため、当社の業績に関して将来の予測を行う際は、十分に考慮される必要が

あります。  

なお、その将来の予測を補完する手段として、当社は、業績予想の開示にかわる代替手段として、顧

客口座数、預り資産残高、ならびに、営業収益の３項目について、ＴＤｎｅｔ（適時開示情報伝達シス

テム）を通じて月次ベースで開示しております。また、業績に大きく影響を与える営業費用の動向につ

いては、四半期毎に開催している決算説明会に用いる資料に次四半期における予測数値をレンジで補足

すると同時に、この資料は決算説明会開催後に当社ホームページに開示いたします。 

  

  

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明
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該当事項はありません。  

  

（会計上の見積りの変更） 

当第１四半期会計期間において、平成25年９月に本社を移転することを決定いたしました。これによ

り、移転に伴い利用不能となる固定資産について耐用年数を短縮し、将来にわたり変更しております。

 また、移転前の本社の不動産賃借契約に伴う原状回復義務として計上していた資産除去債務について

も、償却に係る合理的な期間を短縮し、将来にわたり変更しております。  

 これにより、従来の方法に比べて、当第１四半期累計期間の減価償却費及び資産除去債務の償却に係

る合理的な期間短縮により増加する費用は35,393千円であり、営業利益、経常利益及び税引前当期純利

益は、それぞれ同額減少しております。 

  

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

(単位：千円)

前事業年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,419,996 2,441,387

分別管理信託 39,102,841 39,366,468

外国為替取引評価勘定 － 805,360

前払費用 37,546 48,678

繰延税金資産 49,196 82,281

その他 8,451 3,304

流動資産合計 41,618,033 42,747,481

固定資産   

有形固定資産 187,161 145,748

無形固定資産 486,134 484,878

投資その他の資産   

投資有価証券 121,000 121,000

関係会社株式 16,201 16,201

長期前払費用 117 10

差入保証金 80,206 310,644

繰延税金資産 － 6,728

その他 3,336 3,590

投資損失引当金 △120,995 △120,995

投資その他の資産合計 99,865 337,179

固定資産合計 773,161 967,806

資産合計 42,391,195 43,715,287
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(単位：千円)

前事業年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期会計期間 
(平成25年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

顧客預り勘定 37,281,333 37,628,895

外国為替取引評価勘定 140,074 －

短期借入金 20,000 300,000

1年内返済予定の長期借入金 40,000 40,000

資産除去債務 － 70,876

未払金 255,425 170,366

未払法人税等 452,040 537,057

ポイント引当金 31,226 39,803

その他 14,489 38,100

流動負債合計 38,234,591 38,825,098

固定負債   

長期借入金 80,000 70,000

資産除去債務 67,397 －

繰延税金負債 2,748 －

固定負債合計 150,146 70,000

負債合計 38,384,737 38,895,098

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,224,005 1,224,005

資本剰余金   

資本準備金 1,129,005 1,129,005

その他資本剰余金 36,112 83,196

資本剰余金合計 1,165,117 1,212,201

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 1,795,878 2,421,619

利益剰余金合計 1,795,878 2,421,619

自己株式 △225,396 △78,371

株主資本合計 3,959,604 4,779,454

新株予約権 46,852 40,734

純資産合計 4,006,457 4,820,189

負債純資産合計 42,391,195 43,715,287
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（２）四半期損益計算書 
 第１四半期累計期間 

(単位：千円)

前第１四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

営業収益   

トレーディング損益 746,369 1,930,267

営業収益計 746,369 1,930,267

営業費用   

販売費及び一般管理費 569,825 599,772

営業利益 176,543 1,330,494

営業外収益   

受取利息 93 35

受取保険金 106 －

その他 38 62

営業外収益合計 237 98

営業外費用   

支払利息 2,448 1,776

支払手数料 4 －

その他 253 81

営業外費用合計 2,706 1,857

経常利益 174,075 1,328,735

税引前四半期純利益 174,075 1,328,735

法人税、住民税及び事業税 66,218 526,195

法人税等調整額 3,920 △42,562

法人税等合計 70,139 483,633

四半期純利益 103,935 845,102
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 
(単位：千円)

前第１四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 174,075 1,328,735

減価償却費 44,830 77,954

株式報酬費用 4,609 －

受取利息 △93 △35

支払利息 2,448 1,776

ポイント引当金の増減額（△は減少） 1,045 8,576

為替差損益（△は益） 163 6

分別管理信託の増減額（△は増加） △618,161 598,456

前払費用の増減額（△は増加） △15,226 △11,132

未払金の増減額（△は減少） 10,011 △81,389

短期差入保証金の増減額（△は増加） △38,000 －

顧客預り勘定の増減額（△は減少） 1,579,782 347,561

外国為替差入担保金の増減額（△は増加） △200,021 －

外国為替取引評価勘定(流動資産)の増減額(△は
増加)

△969,671 △805,360

外国為替取引評価勘定(流動負債)の増減額(△は
減少)

－ △140,074

その他 5,112 31,161

小計 △19,094 1,356,237

利息の受取額 93 122

利息の支払額 △2,448 △1,776

法人税等の支払額 △136,972 △440,105

営業活動によるキャッシュ・フロー △158,422 914,477

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △500,000 △400,000

定期預金の払戻による収入 400,000 500,000

定期預金の担保差入れによる支出 － △100,000

有形固定資産の取得による支出 △6,461 △4,194

無形固定資産の取得による支出 △35,093 △34,761

差入保証金の差入による支出 △10,515 △230,438

関係会社出資金の払込による支出 △8,055 －

その他 △254 △254

投資活動によるキャッシュ・フロー △160,379 △269,648

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 400,000 300,000

短期借入金の返済による支出 － △20,000

長期借入金の返済による支出 △10,000 △10,000

配当金の支払額 △85,568 △219,361

自己株式の取得による支出 △532 －

ストックオプションの行使による収入 － 188,012

財務活動によるキャッシュ・フロー 303,898 238,650

現金及び現金同等物に係る換算差額 △163 △6

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △15,066 883,474

現金及び現金同等物の期首残高 1,529,957 2,037,618

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,514,891 2,921,092
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

当社は、外国為替証拠金取引及びその関連事業等の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。 

  

  

前事業年度 

 
  

当事業年度 

（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

４．補足情報

  各四半期会計期間に係る営業収益等

第１四半期
(自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日)

第２四半期
(自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日)

第３四半期
(自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日)

第４四半期
(自 平成25年１月１日
至 平成25年３月31日)

営業収益 (千円) 746,369 579,289 803,294 1,588,932

営業利益 (千円) 176,543 24,232 229,639 886,078

経常利益 (千円) 174,075 21,538 230,240 885,841

税引前 
四半期純利益

(千円) 174,075 21,538 230,240 880,543

四半期純利益 (千円) 103,935 11,369 140,502 545,065

１株当たり 
四半期純利益金額

(円) 2,186.39 239.24 2,956.90 11,417.48

第１四半期
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

営業収益 (千円) 1,930,267

営業利益 (千円) 1,330,494

経常利益 (千円) 1,328,735

税引前 
四半期純利益

(千円) 1,328,735

四半期純利益 (千円) 845,102

１株当たり 
四半期純利益金額

(円) 16,484.27
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